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社会活動

競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む）

特 許

その他
 学術賞受賞

氏名・職 賞　の　名　称 授与機関名 授賞理由、研究内容等

金高賢悟・教授 令和5年度長崎県科学技術大賞 長崎県

表在性非乳頭部十二指腸腫瘍
に対する内視鏡的治療と腹腔
鏡手術と再生医療を組み合わ
せた革新的な手術術式の開発

金高賢悟・教授
東　美樹・助教

膵臓の切断面を覆うためのシー
ト状細胞培養物

2021年2⽉8⽇ 出願中 WO2022168984A1

金高賢悟・教授
消化管再生のためのシート状細
胞培養物

2019年7月26日 出願中 JPWO2020022494A1

金高賢悟・教授 シート状物貼付デバイス 2019年9月20日 出願中 WO2020059854A1

氏名・職 特　許　権　名　称 出願年月日 取得年月日 番号

金高賢悟・教授
東　美樹・助教

臓器の表面への貼付けのための
生着シート状物

2020年1⽉24⽇ 出願中 WO2021149830A1

氏名・職 資金提供元/共同研究先 代表・分担 研　究　題　目

金高賢悟・教授 日本学術振興会 代表
基盤研究(C)
括約筋再生のための機能的筋細胞シートの開
発

東　美樹・助教 日本学術振興会 分担
基盤研究(C)
抗原性を消失させたユニバーサルヒト骨格筋
芽細胞のセルバンキングの構築に関する研究

金高賢悟・教授 テルモ株式会社 同種(他家)筋芽細胞シートを用いた消化器再生医療

金高賢悟・教授 日本学術振興会 分担
基盤研究(C)
免疫逃避機構を付与したデザイナー細胞を用
いた新規移植療法の開発

東　美樹・助教 日本学術振興会 代表
若手研究
他家細胞を利用する新規再生医療開発を目指
した骨格筋由来細胞の免疫応答特性の解析

金高賢悟・教授 第14回キッズセミナー 長崎大学病院

金高賢悟・教授 代議員 日本外科学会

金高賢悟・教授 学術事業委員会書記 日本再生医療学会

氏名・職 委　員　会　等　名 関　係　機　関　名

金高賢悟・教授 評議員 日本肥満症治療学会

金高賢悟・教授 審査委員 社会保険診療報酬支払基金長崎支部

金高賢悟・教授 九州支部評議委員 日本消化器病学会 九州支部

金高賢悟・教授 選挙評議員 日本食道学会

金高賢悟・教授 評議員 九州外科学会

金高賢悟・教授 評議員 日本内視鏡外科学会
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